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   新年あけましておめでとうございます 
 
 

　令和６年は、29年前の阪神･淡路大震災を彷彿とさせる大地震と大事故で始まり
ました。みなさんも新聞やテレビのニュース等でご存知のように、新年の幕開け
は元日の震度７の石川県能登地方での地震で始まりました。そしてこの地震救援
に向かおうとした保安庁の航空機と旅客機の衝突事故、加えて北九州での商店密
集地域での火災…など、この一年を案じるような出来事が連続して起こりました。 

　被災地では雨が降る中、ご家族や知り合いの無事を願う姿が
報道され、いたたまれない気持ちになりました。1995年１月17
日に阪神淡路大震災が発生し、たくさんの人々の命が奪われま
した。この教訓を生かして今も一年に１回地震避難訓練（引き
渡し訓練）を実施していますが、本当に行われることがないこ
とを願っています。 

　まさに何が起こるか分からない時代だとつくづく思いました。今の自分たちに
できることを考え何度も繰り返すことにより、幅広い想定内のこととしてとらえ、
被害を最小限にくい止めることが必要です。多様な物の見方や考え方が不可欠だ
と言っても過言ではありません。干支の中で唯一想像上の動物である「辰(竜)」
は、昔から天に向かって昇っていくイメージがあり、｢昇り竜｣という言葉もある
ほどです。今の世界中で絶えない争いや災害など、不安を抱えた時代ですが、少
しでも良い年になることを願いつつ、そして子ども達の未来が明るいものとなる
ことを切望します。 

　子ども達の未来に決められた方向はありません。一人一人が自
分の道を進みながら、新しい世界を歩んでいくので、私たちは子
どもが持っている可能性を最大限生かしていけるように学力や環
境を整えていこうと思います。今年も保護者・地域、そして学校
が力を合わせて未来に生きる子ども達を育めるようご協力くださ
いますようお願いいたします。 

 

 2024年この一年間の世界の出来事 あれこれ 
 

　ここでは、今年行われる出来事の予定(現在日程の決まっているもの)を一部紹
介します。その時期になると興味を持って新聞やニュースを見てください。 
 
　１月 13 日台湾総統選　           17 日阪神･淡路大震災から 29 年　　 
　３月 11 日東日本大震災から 13 年　17 日ロシア大統領選 
　４月 10 日韓国総選挙 
　６月 13 日先進７カ国(G7)首脳会議　 
　７月 ３日 １万円・５千円・千円新紙幣発行　　26 日 パリオリンピック開会 
　８月 １日阪神甲子園球場開場 100 周年　６日広島市原爆死没者慰霊式･平和祈念式 
　　　 ９日長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典　   15  日全国戦没者追悼式
　　　 28 日  パリパラリンピック開会
　11月 ５日アメリカ大統領選　　    18 日 20 カ国・地域(G20)首脳会議 



 

  大リーガー　大 谷 翔 平 選 手から　　　　　　　
　　　  　　　グローブのプレゼントが届く 

 

　野球にあまり興味のない人でも、一度は聞いたことのある
アメリカ大リーグ「ドジャース(前エンゼルス)の大谷翔平選
手」から、子ども達に野球を楽しんでもらおうと、全国の小
学校に対して６万個のグローブが寄贈されました。大谷選手
は、「野球を通じて元気に楽しく日々を過ごしてもらえたら
うれしいです。このグローブを使っている子ども達と将来一
緒に野球ができることを楽しみにしています」などと言われ
ていたそうです。 

　送られてきた箱の中には、右利き用が２個、左利き用が１個入っていました。
テレビなどで活躍を見ている世界を代表する有名選手から、直接こんな素敵なプ
レゼントが送られてくるなんて夢のようです。全校生に順番に使ってもらおうと
計画中です。 

　楽しみにしてください。そして、大谷選手の気持ちを思いながら、野球を楽し
んでみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 お札(1万円札・5千円札・千円札)が変わる 「改刷」 
 
 
 
　左にも書きましたが、今年は７月３日に今使われている紙幣が変わると財務省
と日本銀行が発表しています。前回変わったのが 2004 年(平成 16 年)ですから、20
年ぶりとなります。皆さんは生まれた時から、今のお札を使っていたわけです。
お札のデザインを変えるのは、紙幣の偽造を防止することが大きな目的です。そ
のためデザインが変わるときには、肖像画(人物)とともに新技術も取り入れられ
るそうです。 

　この度新たに新肖像画に選ばれた偉人は、一万円札が渋沢栄一(企業の設立など
に携わった実業家)、五千円札が津田梅子(女性の教育や地位向上に尽力した教育
家)、千円札が北里柴三郎(破傷風の予防や治療法を開発した微生物学者)です。そ
れぞれのお札には、透かして見ると文字や模様が出たり、肖像画が回転したりす
る技術が採用されているそうです。発行されたら是非注意して見てみましょう。


